
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 106 

令和５年度 保健体育科 

 

教科 体育科 科目 ｽﾎﾟｰﾂⅤ 単位数 
1.2 年 2 単位 

3 年 1単位 
年次 １～３年次 

使用教科書  

副教材等 アクティブスポーツ[総合版] 大修館書店 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・野外活動を通して、自然と親しみ、自然の厳しさを学ぼう。 

・水泳能力と体力の向上を図るとともに、粘り強い精神力を身につけよう。 

・救急法に関する知識と技術を習得するとともに、事故防止と安全に対する意識向上を目指そう。 

・運動時の怪我の予防や運動後のセルフケアができるようになろう。 

・スキー技術の向上および冬山への対応能力を身につけよう。 

・集団生活の中で規律を守り、責任を果たして協力し合う姿勢を養おう 

 

 

２ 学習の到達目標 

(1)自然体験型野外活動および競技型野外活動の理解と実践を図る。 

(2)自然との関わりの深い野外の運動の専門的な理解と高度な技術の習得を目指した主体的、合

理的、計画的な実践を通して、自己の課題を解決できるようにする。 

(3)生涯を通してスポーツの振興発展に関わることができる資質や能力を育てる。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

運動の技術の名称や行い

方、体力の高め方、課題解決

の方法、活動を行う際の健

康・安全の確保の仕方につ

いての具体的な方法を理解

している。 

スポーツの歴史、文化的特

性などについて理解してい

る。 

知識を活用し、技能向上につ

なげる。 

自己や仲間の課題に応じた

運動を継続するための取り

組みを工夫できる。 

学習で得た成果を自ら応用・

発展させ、実生活に行かせる 

自らすすんで活動の楽しさ

や喜びを味わおうとする。 

健康や安全を確保して主体

的に取り組もうとする。 

自他の技能を客観的に判断

できる 

公正・協力・責任・参画など

の態度を身につける。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

キ
ャ
ン
プ
実
習
（ 

１
．
３
年
生 

） 

・チームビルディング 

・テント設営 

・ロープワーク 

・テントサイト設営 

・遊歩道開拓・整備 

・キャンプファイアースキル 

・飯盒炊爨 

a：自然環境の中で衣食住など

の生活知識や方法を理解して

いる。健康や安全を確保し、自

主的に取り組んで、共同生活に

おいて自己の責任を果たそうと

している。 

 

b: 自然環境の中での共同生活

や活動を通して、人間関係や自

然を愛する心をはぐくむ取り組

みを工夫している。 

 

c: 自然環境の中での共同生活

や活動を通して、人間関係や自

然を愛する心をはぐくむ取り組

みを工夫している。 

観察 

ワークシ

ート 

ﾊﾟﾌｫｰﾏ

ﾝｽ 

課題 

観察 

ワークシ

ート 

ﾊﾟﾌｫｰﾏ

ﾝｽ 

課題 

観察 

ワークシ

ート 

ﾊﾟﾌｫｰﾏ

ﾝｽ 

課題 

２
学
期 

水
泳
実
習
（ 

２
年
生
） 

遠泳 

・オリエンテーション 

・立ち泳ぎ、隊列、方向変

換 

・安全確保、バディシステ

ム 

・班別講習 

ライフセービング 

a:健康や安全を確保し、自主的

に取り組んで、完泳を目指すと

ともに、集団生活において自己

の責任を果そうとしている。海上

での安全確保の知識や泳法の

取り扱いなどを理解している。 

 

b:海での活動を豊かに実践す

るための自己の課題に応じた取

り組みを工夫している。 

 

c:海上において遠泳の特性に

応じた、効率的な泳法を身につ

けている。 

 

観察 

ワークシ

ート 

ﾊﾟﾌｫｰﾏ

ﾝｽ 

課題 

観察 

ワークシ

ート 

ﾊﾟﾌｫｰﾏ

ﾝｽ 

課題 

観察 

ワークシ

ート 

ﾊﾟﾌｫｰﾏ

ﾝｽ 

課題 
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３
学
期 

ス
キ
ー
実
習
（ 

１
年
生
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ 

（ 

２
年
生
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
実
習 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

武
道 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

スキー講習 

ビデオ確認 

講話 

a: スキーの楽しさや喜びを味

わうために、天候や雪質に応じ

てスピードをコントロールたり、

安全に滑走する技術を習得しよ

うとしている。スキー用具・用語・

技術の知識やゲレンデマナー

などの安全確保の方法を理解

している。 

b:生涯にわたってスキーを豊か

に実践するための自己の課題

に応じた運動の取り組みを工夫

している。 

c:歩行、方向転換、登行、滑走

などの滑降技能を身につけて

いる。 

 

a:スポーツ生理学・バイオメカニ

クスなどについて実験・実習を中

心とした学習を通して科学的に

理解し、トレーニング・コンディ

ショニングを立案するための必

要な知識を身に付けている。 

b:トレーニングや各種目のパフ

ォーマンスにおける記録やデー

タについて、科学的な思考を身に

つけ、トレーニングプラン作成お

ける判断ができる。 

c:自分の現在のトレーニングや

スポーツとの関わりを振り返り，

意見交換や自身の考えを発表す

るなどの活動を通して、学習に自

主的に取り組もうとしている。 

 

a:  

b: 

c:  

 

 

 

 

 

 

 

a: 実技講習の中で武道について

の理解を深めるとともに、現代ス

観察 

ワークシ

ート 

ﾊﾟﾌｫｰﾏ

ﾝｽ 

課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

ワークシ

ート 

ﾊﾟﾌｫｰﾏ

ﾝｽ 

課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

ワークシ

ート 

ﾊﾟﾌｫｰﾏ

ﾝｽ 

課題 

 

観察 

ワークシ

ート 

ﾊﾟﾌｫｰﾏ

ﾝｽ 

課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

ワークシ

ート 

ﾊﾟﾌｫｰﾏ

ﾝｽ 

課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

ワークシ

ート 

ﾊﾟﾌｫｰﾏ

ﾝｽ 

課題 

 

観察 

ワークシ

ート 

ﾊﾟﾌｫｰﾏ

ﾝｽ 

課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

ワークシ

ート 

ﾊﾟﾌｫｰﾏ

ﾝｽ 

課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

ワークシ

ート 

ﾊﾟﾌｫｰﾏ

ﾝｽ 

課題 
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ポーツ科学の実習をとおして、武

道との関連性を見つけ、知識を身

に付ける。 

b:実技講習のなかで、より専門的

な知識を学び、考察を深めたうえ

で自分の意見として発表するこ

とができる。 

c: 興味関心を持ち、技術と知

識の習得にむけて積極的に取

り組もうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


